































































が女子大学 (2校が国立、 5校が公立、 88校が私立）であり、私立の占める割合が高い。 2年
制または 3年制の短期大学 572校では、 270校が女子大学である（文教協会2000年）。
2)女子学生数の割合
学校数の増加に伴って、当然のことながら学生数も増えている。 4年制大学に学ぶ女子学生
は2000年に 913,222人となり、 1995年の 767,886人と比べると、約 15万人の増となってい
る。大学院においても同様の傾向が見られ、修士課程で約 13,500人、博士課程で約8,000人の
増加となっている（表 1)。
同様に、女子の4年制大学への進学率も上昇し、 1990年～ 2000年の 10年間で、 15.2％から
31.5％に倍増している（表2)。
4年制大学の女性の割合は、 1995年の 12.4％から 2000年の 36.9％まで上昇したが、それ
でも男女比は 6対 4である。逆に短期大学では 9割 (89.8%）が女性で占められている。大学
院で学ぶ者の比率も、修士・博士課程を合わせて男性73.6％に対して女性は26.4％に過ぎない
（表 1、3)。











1955 2.4 2.6 
1960 2.5 3.0 
1965 4.6 6.7 
1970 6.5 11.2 
1975 12.7 19.9 
1980 12.3 21.0 
1985 13.7 20.8 
1990 15.2 22.2 
1995 22.9 24.6 










1955 12.4 54.0 
1960 13.7 78.7 
1965 16.2 74.7 
1970 18.0 82.7 
1975 21.2 86.2 
1980 22.1 89.0 
1985 23.5 89.8 
1990 27.4 91.5 
1995 32.9 91.4 





％）、人文科学 (67.1%）が圧倒的に多い。教育 (59.0%）、保健 (54.1%）では女性が過半数










関係学科 男 女 男 女
人文科学 33.0 67.0 32.9 67.1 
社会科学 78.6 21.4 72.8 27.2 
理学 76.4 23.6 74.7 25.3 
工学 92.3 7.7 90.0 10.0 
学 64.7 35.3 59.7 40.3 
：健＊ 52.8 47.2 45.9 54.1 
船 93.6 6.4 88.7 11.3 
家政 2.9 97.1 4.9 95.1 
教育 42.6 57.4 41.0 59.0 
芸術 33.3 66.7 30.8 69.2 
その他 615 38.5 54.5 45.5 




闘係学科 1965年 1980年 1993年 2000年
人文科学 45.2 35.9 33.9 30.2 
社会科干 5.2 14.7 24.2 29.3 
理学 2.3 2.2 2.3 2.4 
工学 0.5 1.3 4.0 5.1 
:~巨 0.8 1.7 3.1 3.1 
’* 8.6 8.9 7.4 8.5 9.4 8.1 5.6 4.6 
教 20.1 18.1 11.9 8.9 
芸術 6.6 7.1 5.3 4.9 























合 計 国立大学 公立大学 私立大学
男 女 男 女 男 女 男 女
E・+ 0.5 0.2 0.2 0.0 0.7 0.6 0.7 0.3 
Il心長 0.3 0.1 0.2 0.0 0.1 0.1 0.3 0.1 
『 41.1 22.6 35.4 16.9 36.2 19.9 46.4 25.5 
助 r四 23.3 22.5 27.7 26.5 25.4 21.5 19.4 21.0 
讀 11.9 17.7 8.6 12.7 13.9 19.8 14.4 19.5 
助手 23.0 36.9 27.9 43.9 23.7 38.0 18.9 33.6 



























学は私立である。さらに、 96校のうち 29校は学生数が1,000人以下であり、 26校は 1,000~ 

















立場に立たされて来ている。 2000年の95の女子大学のうち、 52校が1学部のみ、 27校は2学
部、 16校のみが3学部以上を備えている。 95校の合計学部数160のうち、 66学部 (42%)は




































































































人贔 501 93 
= 47  
表8：入学時の状況
人載 ％ 
20代 17 31 
30代 24 44 
年齢 40代 ， 17 
50・ 1 2 
来 日に 3 6 
; 24 44 
家族構成
E 27 50 
I ・死別 2 4 
5 同答 1 2 
0人 7 24 
1人 8 28 
子供数 2人 8 28 
3人 3 10 
棗 lil答 3 10 
0~9歳 7 37 
末子年齢
10代 8 42 
20代 1 5 
未回答 3 16 
職業
有り 32 59 
















のなかで群を抜いているのが第 1位の「勉強がしたかった」 48人 (89%）である。社会人学生











勉強がしたかった 48 89 
学歴を取得したかった 28 52 
自分の生涯学習に役立てたい 15 28 
仕事上必要だった 12 22 
資格を取りたかった 8 15 
就職を考えて 7 13 
社会に役立ちたい 6 11 
女子大だったから 6 11 
経済的に自立したかった 5 ， 



























に役立っているのであろうか。「役立っている」と答えたのは 54人中、 39人 (72%）であった。



























している。学習内容では、第 1位が「国内の大学院に入学」であり、全体の 13人 (37%）で
あった。この数字は一般学生と比較してみてもかなり高いといえよう。次いで「市町村などが






女子大学で学んだメリットでは、第 1位は「女性問題の学習ができた」 34人 (63%）、第2位
「女性の生き方について考えた」 30人 (56%）、第3位「小規模で人間的ふれあいがもてた」 23
人 (43%）、第4位「男性を意識せず、自由に学習ができた」 23人 (43%）、第5位「女性の自



























社会人入学を円滑にするための手段として第 1位は、「奨学金制度の拡充」 36人 (67%）、第




























































































































University (TWU)、MississippiUniversity for Women (MUW)、ニュージャージー州の











































































































年には69.1％になった）、男子のそれを上回るまでになった (U.S.Department of Education, 
2000年、表187)。さらに、学士取得者の55％以上と修士取得者の約57％は女性である (U.S.
































の科目履修を両校で可能にしている。また Wellesley,Smith, Mount Holyokeは、近隣の 12
大学との交換プログラムに参加することによって、他大学で学生が半年間、あるいは 1年間過
ごせるようにしている。バージニア州でも、 Randolph-MaconWoman's College, Hollins 
College, Mary Baldwin College, Sweet Briar Collegeの4女子大学に男子大 1校と共学大2
校が、同様の7大学交換プログラムを行っている。先に紹介したTrinityCollegeでは、ワシン





























































の学生 1人に対する寄付額で最も多い20大学のうち 7校が女子大学であった (TheChronicle 

































































































けている。 1995年秋には、高等教育機関の専任教員の約 35％と教授の 18％が女性であった
(U.S. Department of Education 2000年，表231)。女性教員は男性教員に比べて終身在職
権 (tenure) を持たない傾向がある。 1997~ 1998年に全4年制大学で男性教員の 70％が終























































































































イギリスにおいては、 1992年の教育法 (Furtherand Higher Education Act) によって高
等教育は大きく改編された。具体的には大学・ポリテクニクス (Polytechnics)・高等教育カ
レッジを一元化しUniversity（大学）の称号を認め、学位授与権限の拡大を図っている。これ
は学術 (academic) と職業 (vocational) の垣根をとりはらい、 2000年までに18~19歳人口
の3人に1人に高等教育の機会を提供しようと意図した政府の政策によるものであり、 1988年





を保っている。オックスフォードは41College (5 Hallを含む）のうち 1校のみが女子カレッ





機関 (Boardof Graduate Studies)が行なっている。各カレッジは独自の財産を持っており、
経済面でも独立採算制を採っている。
今匝、女子大学の存在意義の比較研究を行なうにあたってアメリカ・韓国と並んで現在女子
カレッジとして存在しているケンブリッジの 3校 (NewnhamCollege,New Hall,Lucy 
Cavendish College) とオックスフォードの 1校 (St.Hilda'sCollege) と1992年まで女子力
レッジであった 1校 (SomervilleCollege) を訪問し、設立の経緯、教育理念、現状、課題と
展望等について、学長(Principalあるいは President入副学長(Vice-Principal)学部長(Dean)
のインタビューを交えて調査を行なった。各カレッジの概況を紹介し、その特色を考察する。
1. Cambridge University 
























































ている。学生数は年々増加し 1990年の 83名（学部生 55名、大学院生28名）から 2000年に
は224名（学部生91名、大学院生133名）になっている。学部生は3年間 (scienceとengineering


















より身近な人ということで選ばれている。今回面会したDr.Lindsey Traub (Vice-President) 
もひとりひとりの学生について十分な知識を持っていることに驚かされた。













2. Oxford University 







Since its founding in 1893, St Hilda's has striven for the advancement of women's higher 
education. St Hilda's provides undergraduate and graduate teaching at the highest level 
by academics who are themselves productive in research. St. Hilda's is the only College in 
Oxford which specializes in educating women. The College thus fulfils a unique role within 

























学していると JoannaInnes (Dean)は述べている。教員は 38人の Fellowsのうち女性は 27
名、男性は 11名 (21arts, 17 sciences)であり、男性優位にならないよう配慮しているとい


































































年の梨花女子大学校 (EwhaWomans University)創立から始まる。 1945年の解放と共に、そ
れまでの男女の二重分離構造を持った教育から、民主主義の理念である男女平等思想により
「男女共学」教育が実施された。 1949年には初等教育が義務教育となり、 1952年の高等学校レ
ベルの男女比は 72:28であったが、 1990年には高校進学率が男女それぞれ、 90.0%、83.4%
と上昇し、高等教育も平行して拡大してきた。女性の高等教育進学を大きく上昇させた要因は
1980年代の「7.30教育改革措置」という高等機会拡大政策であった。この政策により、 1984







％）、社会科学 31.7%（同： 26.8%）、自然科学： 27.5%（同： 53.0%）、医学・薬学： 4.8%（同：
3.1%）、芸術・体育： 13.0%（同： 5.3%）、教師養成： 7.5%（同： 2.3%)であった (Ministry
of Education, Statistical Yearbook of Education 1999より引用、 KoreanWomen's 




(Sookmyung Women's University)、徳成女子大学校 (DuksungWomen's University）、ソ
ウル女子大学校 (SeoulWomen's University)、同徳女子大学校 (DongdukWomen's 





































徐々に共学が増えた (KoreanWomen's Development Institute''Women's Statistics…’'）。






















の場合と同様に、 4年制私立大学には、全学生の 4分の 3以上が在籍している。これらの大学
は収入のほとんどを学生からの授業料に頼っている。私立大学の平均では授業料が全収入の
65.5%（国立大の場合は35.5%）を占めている (Ministryof Education & Korean Educational 



























































































































































































































































































































(Korean Women's Development Institute)による多くの研究は、全てのレベルの教育におい
てジェンダー・バイアスが存続していることを明らかにしている (KoreanWomen's 












































































































































































































































1. Digest of Educational Statistics等で公表されないため、アメリカの女子大学数を正確
に把握することはむずかしい。
2. L. Horowitz著、「AlmaMater」では SevenSistersの女子大学の歴史、発展、特色等に
ついて詳しく述べられている。
3.アメリカにおける 1998~1999年度の私立高等教育機関の平均授業料は、 19,970ドルだっ
た (U.S.Department of Education, Digest of Educational Statistics 1999, 2000年，
345-6頁、表217)。1999年～ 2000年度のBrynMawr Collegeの授業料は、 22,730ドル










学生の 35.9％は、「自己開発」を理由として挙げた (NationalStatistical Office, Social 
Indicators in Korea, 1998年より引用、 KoreanWomen's Development Institute. 
"Women's Statistics -Students'Purpose for Pursuing Education."）。
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A Comparative Study of Issues and Challenges Facing 
Women's Colleges and Universities 
-Japan, the United States, England, and Korea -
YAMAMOTO Kazuyo 
FUJIMURA-FANSELOW Kumiko 
In al four countries, Japan, the United States, England, and Korea, women's colleges 
played an important historical role in terms of providing the sole or primary opportunity 
for women to obtain higher education at a time when admission to colleges and universities 
was not available to women on the same terms as men. In more recent years, however, a 
number of common developments and trends -both within higher education itself and in 
the larger society -have led to a questioning of the value of the continued existence of 
women's colleges. In the case of Japan, specifically, the continuing decline in the traditional 
college age group of 18-to-22-year olds, coupled with a growing preference among young 
women for coeducational universities, pose a major challenge to the existing 96 four-year 
women's colleges. At the same time, however, given the reality that gender inequality persists 
in nearly al spheres of life in Japanese society, there is clearly a need to provide women 
with the kind of education and training that will empower them to overcome barriers and 
to strive for greater self-fulfillment as well as more equal participation in society. On this 
point, there is a considerable body of research which suggests women's colleges are more 
successful than coeducational institutions in providing such an education. 
This research project was undertaken with the purpose of re-examining what the role (s) 
of women's colleges and universities in Japan ought to be and the directions in which they 
ought to evolve in the twenty-first century. In so doing, we have taken a comparative 
approach and looked at issues which women's colleges and universities in the United States, 
England, and Korea have confronted in the past and which they confront today, as well as 
at some of the strategies and measures they have adopted in response to new challenges. 
The two researchers visited a number of women's colleges and other organizations involved 
in women's education in the three countries and conducted interviews with scholars, 
administrators, and faculty members. 
As part of our research, mature women graduates from Toyo Eiwa University were 
189 
asked to complete a written questionnaire which sought to elicit their evaluation of their 
educational experiences at Toyo Eiwa, views regarding the role of women's colleges, the 
merits/demerits of women's colleges, and suggestions both for facilitating and promoting 
participation of mature women students and also for strengthening and improving the 
institution as a whole. 
Our discussions with leaders in the field of women's education in the three countries 
and the responses and comments by the graduates of Toyo Eiwa conf1.rmed our belief that 
as in the other societies, women's colleges and universities in Japan continue to fulfil a 
very important function. However, their ability to continue thriving in the face of growing 
competition in the marketplace of higher education for students will be dependent upon 
many factors. In this regard, there are many lessons that can be learned from the experiences 
of women's colleges in the other countries, especially the United Sates. One such lesson is 
that each of the women's colleges must, f1.rst of al, reaffirm its identity, mission, and goals 
as an institution dedicated to the education of women. It must then design and build up an 
educational program that is in some way unique and distinguishing and at the same time 
is congruent with its mission as well as its size, resources, faculty, etc. Its unique mission 
and goals as well as curriculum must then be publicized and communicated, particularly 
to those women who share the same educational goals and interests. 
This joint research project was made possible through funding generously provided by Toyo Eiwa 
University during the 1999-2000 and 2000-2001 academic years. 
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